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大型貫流ボイラ「Ｉｆｒｉｔ（イフリート）」 

貫流ボイラ初の排ガスＯ２濃度制御システムを新発売 

 

川重冷熱工業は、大型貫流ボイラ「Ｉｆｒｉｔ（イフリート）」（以下、イフリート）ガス焚き仕様に

おいて、貫流ボイラとして初めて排ガスＯ２濃度制御システムを、オプションとして２００９年９月  

より新発売します。 

大型貫流ボイラ「イフリート」は、 

①大型ボイラ並の優れた制御方式と高い蒸気乾き度特性 

②貫流ボイラならではの高効率・コンパクト性 

を併せ持つ新しいコンセプトのボイラとして、２０００年に販売を開始しました。その優れた蒸気圧力

の安定性、高効率、素早い起蒸という特長から、主に産業用の主熱源機や、コージェネレーションシス

テムのバックアップ用熱源機などに幅広く使用されています。 

 

今回新発売する排ガスＯ２濃度制御システムは、Ｏ２センサーにより常に排ガスＯ２濃度を監視し 

燃焼用空気量を制御することで、外気温度の影響で変化する最適な空燃比を自動的に維持する制御シス

テムです。従来、貫流ボイラに排ガスＯ２濃度制御システムを適用するには、貫流ボイラの特長である

起蒸性の速さや蒸気圧力変動の追従性に対して、Ｏ２センサーの応答速度が遅いため、適切な制御が 

困難でした。当社は、応答速度の速いＯ２センサーの採用と、ボイラの負荷に応じた予測制御の開発に

より貫流ボイラへの搭載を可能としました。 

また、新たにＯ２センサーの劣化診断機能を搭載したことにより、Ｏ２センサーの検知精度を自動 

調整できるため、Ｏ２センサーの校正作業が不要になり、メンテナンス費用も抑えられます。 

本システム搭載により、搭載していない従来機と比べ、年間の燃料費約３０万円、ＣＯ２の排出量を

約５．５ｔｏｎ－ＣＯ２削減することが可能となります。（＊１） 

 

２００８年の省エネ法改正により、従来は対象外であった小型貫流ボイラでも定期的な空燃比の調整

および記録が義務づけられるようになりました。当社は定期的な手動調整作業が不要となる本システム

を積極的に提案していきます。 

 

当社は、環境問題への意識が高まる中、「イフリート」の環境性と省エネ性の両面から、性能向上に

取り組んできました。 

今後とも、当社はユーザーの要望に応え、省エネルギーや環境負荷低減を実現できるシステム・機器

の開発・販売を通じて、地球環境に貢献していきます。 

 

（＊１） 計算条件:機種ＩＦ－６０００ＡＧＥ(定格換算蒸発量６ｔ／ｈ)、年間７，２００時間運転、 

平均負荷率６０％、燃料単価１００円／ｍ３Ｎ、排ガスＯ２濃度１．５％差の場合。 



大型貫流ボイラ「イフリート」ガス焚き用排ガスＯ２濃度制御システムの特長及び、目標販売数は、

次の通りです。 

 

１． 主な特長 

① 省エネルギー 

・ 独自の燃焼ＰＩ(比例積分)制御に、季節変動による空気比のずれを自動補正する制御を 

追加し、常に省エネルギー運転が可能。ボイラの最小負荷から最大負荷まで、最適空気比

運転を維持。 

 

② コンパクト 

・ コンパクトなセンサーと構成部品のため、あらゆる場所に取付可能。既設ボイラの改造  

取付も簡単。 

 

③ メンテナンスフリー 

・ わずらわしい定期的な校正は必要なし。センサーの劣化診断機能付き。 

 

２． 目標販売数 

新設ボイラおよび既設ボイラの改造を含め、年間１００セット 

 

 

□お問合せ先 

 川重冷熱工業株式会社 東京本社 

 営業・サービス総括室 営業・サービス管理部 

 ＴＥＬ ０３－３６１５－５８２１ 

 

以 上 

□ご参考  

川重冷熱工業株式会社の概要 

（１） 会社名    川重冷熱工業株式会社 

（２） 本店所在地  滋賀県草津市青地町１０００番地 

（３） 代表者    代表取締役社長  大黒 一豊 

（４） 設立年月   １９７２年３月 

（５） 資本金    １４億６，０５０万円（ＪＡＳＤＡＱ上場） 

（６） 事業内容   汎用ボイラ・空調機器・吸収式冷温水機・冷凍機などの製造・ 

           販売・据付・アフターサービスなど 

（７） 従業員数   ５１２名（２００９年３月３１日現在） 

 


